
上
っ
た
の
が
、
医
筈

指
導
者
で
あ
っ
た
。

－
１
』

済
生
学
舎
の
廃
校
後
に
、
好
余
曲
折
を
経
て
再
建
さ
れ
た
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
で
は
、
文
部
省
の
指
定
が
得
ら
れ
ぬ
た
め
に
、

大
正
五
年
五
月
学
校
騒
動
が
起
こ
り
、
在
学
生
四
百
余
名
は
総
退
学
し
た
。
そ
し
て
新
た
に
私
立
東
京
医
学
専
門
学
校
を
新
宿
に
創
立
し
た
。

残
さ
れ
た
日
本
医
学
専
門
学
校
で
は
、
廃
校
寸
前
に
陥
り
経
営
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
残
れ
る
学
生
の
救
済
と
学
校
の
再
建
に
立
ち

上
っ
た
の
が
、
医
学
博
士
中
原
徳
太
郎
、
ド
ク
ト
ル
・
メ
ヂ
チ
ー
ネ
小
此
木
信
六
郎
、
医
学
博
士
塩
田
広
菫
、
法
学
士
近
藤
達
児
の
四
名
の

中
原
徳
太
郎
が
、
前
校
長
山
根
正
次
よ
り
推
薦
さ
れ
て
日
本
医
学
専
門
学
校
の
校
長
に
就
任
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
前
理
事
で
あ
っ
た
磯

こ
の
四
名
の
学
者
達
の
活
躍
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

二
、
中
原
徳
太
郎
校
長
就
任
と
内
外
の
情
勢

一
、
は
じ
め
に

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
三
巻
第
二
号
平
成
八
年
五
月
二
十
五
日
受
付

平
成
九
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
九
年
三
月
七
日
受
理

お
こ
の
ぎ

中
原
徳
太
郎
・
小
此
木
信
六
郎
・
塩
田
広
重
・

近
藤
達
児
の
医
学
校
の
再
建

ｌ
日
本
医
学
専
門
学
校
か
ら
日
本
医
科
大
学
昇
格
迄
の
困
難
な
道
程
Ｉ

唐
沢
信
安
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（
２
）

協
議
の
上
、
公
式
に
中
原
・
塩
田
の
両
君
に
後
事
を
依
頼
し
た
。

中
原
君
は
非
常
に
侠
気
の
あ
る
人
物
で
、
経
営
困
難
な
学
校
を
引
き
受
け
、
東
大
教
授
の
塩
田
広
菫
と
、
ド
ク
ト
ル
・
メ
ヂ
チ
ー
ネ
の
小

此
木
信
六
郎
及
び
法
学
士
の
近
藤
達
児
を
仲
間
に
入
れ
て
、
四
名
で
大
正
七
年
四
月
二
十
日
、
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
の
再
建
に
着
手
し

眼
を
転
じ
て
、
当
時
の
我
国
の
医
学
教
育
の
様
子
を
述
べ
て
み
た
い
。

（
３
）

大
正
七
年
十
二
月
六
日
に
「
大
学
令
」
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
三
月
に
「
大
学
規
定
」
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
官
立
の
帝
国
大

学
以
外
に
、
私
立
の
単
科
大
学
が
認
め
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
。

政
府
は
四
千
四
百
五
十
万
円
の
教
育
費
を
第
四
十
一
議
会
に
提
出
し
、
大
正
八
年
よ
り
十
二
年
迄
に
、
千
葉
・
長
崎
・
新
潟
・
岡
山
・
金

沢
の
各
医
学
専
門
学
校
を
単
科
医
科
大
学
に
昇
格
さ
せ
た
。

ま
た
、
大
阪
府
立
高
等
医
学
専
門
学
校
も
大
正
八
年
二
月
に
は
大
学
に
昇
格
し
、
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
も
大
正
九
年
に
大
学
に
昇
格

し
た
。
更
に
京
都
府
立
医
学
専
門
学
校
も
大
正
十
年
十
月
に
大
学
に
昇
格
し
て
い
る
。

た
O

ｰ「
然
る
に
専
門
学
校
の
校
長
は
、
概
し

て
生
活
を
維
持
し
た
こ
と
語
っ
て
い
る
。

更
に
磯
部
は
次
の
如
く
言
葉
を
続
け
て
い
る
。

「
然
る
に
専
門
学
校
の
校
長
は
、
概
し
て
年
俸
五
千
円
は
と
る
も
の
だ
が
、
君
は
一
銭
の
俸
給
も
取
ら
な
か
っ
た
。
（
中
原
病
院
の
収
益
を
以
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内
示
さ
れ
た
。

（
６
）

東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
で
は
、
大
正
九
年
に
文
部
省
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
大
学
昇
格
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
昭
和
十
二
年
に

校
長
の
吉
岡
弥
生
は
「
教
育
審
議
会
」
の
委
員
と
な
り
、
文
部
省
に
対
し
て
、
女
子
の
た
め
の
女
子
高
等
学
校
の
制
度
を
認
め
さ
せ
「
大
学

令
」
に
よ
る
大
学
の
創
設
を
認
可
す
る
と
い
う
答
申
を
出
し
た
。
し
か
し
、
戦
局
の
悪
化
の
た
め
、
審
議
会
の
答
申
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
に
は
至
誠
会
（
東
京
女
子
医
專
の
同
窓
会
）
に
大
学
昇
格
期
成
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
募
金
と
校
舎
の
整
備
を

行
い
昭
和
二
十
五
年
三
月
に
大
学
昇
格
が
実
現
し
た
。

（
７
）

他
方
、
東
京
医
学
専
門
学
校
で
は
、
大
正
九
年
に
文
部
省
の
指
定
を
受
け
、
昭
和
十
七
年
に
大
学
昇
格
の
申
請
が
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た

が
、
文
部
省
は
軍
当
局
の
意
向
を
受
け
て
、
教
育
の
短
縮
を
望
ん
で
お
り
、
大
学
昇
格
の
申
請
は
当
局
の
指
示
に
よ
り
、
取
下
げ
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
、
東
京
医
科
大
学
昇
格
の
申
請
が
改
め
て
文
部
省
に
提
出
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日
に
大
学
設
立
の
認
可
が

（
３
）

一
方
、
私
立
の
東
京
慈
恵
医
院
医
学
専
門
学
校
で
も
、
大
正
七
年
の
大
学
令
の
公
布
を
知
り
、
学
生
達
が
大
学
昇
格
運
動
を
起
こ
し
た
。

高
木
兼
寛
校
長
は
、
そ
の
懇
請
を
入
れ
慈
恵
会
及
び
学
生
達
の
寄
付
金
二
十
六
万
円
と
、
高
木
家
よ
り
二
十
三
万
円
が
準
備
金
と
し
て
立
替

え
ら
れ
、
基
本
金
五
十
万
円
が
調
達
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
大
正
十
年
十
月
十
九
日
に
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
に
昇
格
し
て
い
る
。

（
４
）

ま
た
、
慶
応
義
塾
大
学
で
は
、
大
正
五
年
八
月
医
学
部
設
立
の
趣
旨
を
発
表
し
、
皇
室
よ
り
大
正
六
年
一
月
十
日
、
三
万
円
の
御
下
賜
金

が
あ
り
、
各
種
財
界
に
寄
付
金
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
目
標
額
百
万
円
の
所
、
超
過
金
額
三
百
万
円
の
募
金
が
集
ま
っ
た
。
そ
こ
で
神
宮
外
苑

近
く
の
、
旧
陸
軍
省
用
地
二
万
八
千
坪
に
校
舎
を
建
築
し
、
大
正
六
年
三
月
、
新
入
生
を
募
集
し
、
同
年
四
月
に
開
校
し
た
。

つ
ぎ
に
日
本
医
学
専
門
学
校
と
特
に
関
係
の
深
い
東
京
医
学
専
門
学
校
と
、
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
の
大
学
昇
格
運
動
に
触
れ
て
み
た

し〕
○
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中
原
は
明
治
四
年
七
月
二
十
日
、
京
都
市
上
京
区
二
条
通
り
柳
馬
場
東
入
ル
の
御
典
医
中
原
吉
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

京
都
独
逸
語
学
校
に
学
び
、
十
七
歳
で
上
京
し
、
独
逸
協
会
学
校
に
入
学
、
さ
ら
に
一
高
に
進
み
、
明
治
三
十
二
年
十
一
月
に
東
京
帝
国

大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
。
同
期
生
二
十
九
名
の
中
に
親
友
の
塩
田
広
菫
が
い
た
。

卒
業
と
同
時
に
外
科
学
を
専
攻
し
て
ド
イ
ツ
人
教
師
ス
ク
リ
バ
（
宣
旨
の
呼
号
画
）
に
師
事
し
、
翌
年
の
明
治
三
十
三
年
十
一
月
に
宇
野
朗

元
帝
国
大
学
外
科
教
授
の
経
営
す
る
「
楽
山
堂
病
院
」
（
浅
草
区
小
島
町
）
の
副
院
長
と
し
て
就
任
し
て
い
る
。
恩
師
ス
ク
リ
バ
に
は
大
変
可
愛

が
ら
れ
、
後
日
息
子
の
フ
ィ
リ
ッ
ッ
・
ス
ク
リ
バ
の
養
育
係
を
命
ぜ
ら
れ
た
程
で
あ
る
。

明
治
三
十
五
年
一
月
よ
り
「
済
生
学
舎
」
外
科
学
講
師
を
嘱
託
さ
る
。
明
治
三
十
六
年
の
済
生
学
舎
廃
校
後
に
は
石
川
清
忠
講
師
の
設
立

せ
る
「
私
立
東
京
医
学
校
」
の
講
師
と
し
て
、
旧
済
生
学
舎
の
学
生
の
救
済
に
当
っ
て
い
る
。

明
治
四
十
年
七
月
よ
り
二
年
間
の
ド
イ
ツ
留
学
を
果
た
し
、
明
治
四
十
四
年
六
月
に
は
医
学
博
士
の
学
位
を
得
て
い
る
。

大
正
三
年
九
月
に
中
原
は
日
本
医
学
専
門
学
校
教
授
に
就
任
す
。
同
年
六
月
に
中
原
病
院
を
日
本
橋
高
砂
町
に
創
設
し
て
大
い
に
繁
栄
す
。

大
正
七
年
四
月
に
日
本
医
学
専
門
学
校
の
校
長
に
就
任
し
て
中
原
病
院
を
ほ
と
ん
ど
顧
み
る
い
と
ま
も
な
か
っ
た
程
、
束
弄
西
走
し
て
学
校

の
再
建
に
専
念
し
た
。

（
２
）
（
８
）

○
中
原
徳
太
郎

（
９
）
（
Ⅲ
）
（
Ⅱ
）

○
小
此
木
信
六
郎

力
人
か

小
此
木
信
六
郎
は
、
万
延
元
年
三
月
六
日
、
福
島
県
二
本
松
藩
の
藩
医
小
此
木
間
雅
の
六
男
と
し
て
生
れ
た
。

信
六
郎
は
福
島
第
一
小
学
校
よ
り
、
須
賀
川
医
学
校
に
学
び
、
明
治
九
年
に
上
京
し
て
東
京
医
学
校
（
現
東
大
医
学
部
）
予
科
に
入
学
し
て

お
お
お
け

い
る
。
時
に
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
明
治
十
八
年
大
桶
み
つ
と
結
婚
し
て
明
治
二
十
一
年
七
月
八
日
に
は
思
う
所
あ
り
て
帝
国
大
学
医
科
大
学

三
、
中
原
・
小
此
木
・
塩
田
・
近
藤
の
略
歴
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と
き
長
谷
川
泰
は
小
此
木
邸
を
訪
ね
て
済
生
学
舎
の
耳
鼻
咽
喉
科
講
師
を
依
頼
し
て
い
る
。
済
生
学
舎
医
事
新
報
第
四
十
六
号
（
明
治
二
十
九

年
十
月
十
五
日
発
行
）
に
小
此
木
講
師
の
招
聰
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

済
生
学
舎
廃
校
後
は
、
明
治
三
十
九
年
六
月
に
至
り
、
再
び
日
本
医
学
校
で
耳
鼻
咽
喉
科
の
臨
床
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
学
校
騒
動
後
は
、

中
原
校
長
を
助
け
て
理
事
長
と
し
て
、
「
済
生
学
舎
以
来
の
歴
史
あ
る
日
本
医
学
専
門
学
校
を
再
興
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
固
く
誓
っ
て
再
建
に

努
力
し
た
。
又
募
金
活
動
に
歩
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

〆
１
１
▲
、
〆
ｑ
ｌ
ｌ
、

一
〃
●
凸
一
二
面
町
一

○
塩
田
広
重

塩
田
広
車
は
、

し
げ
た
け

明
治
六
年
十
月
十
四
日
に
京
都
府
与
謝
郡
宮
津
町
柳
縄
手
二
十
五
番
地
で
、
父
塩
田
重
威
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
は

宮
津
の
小
学
校
教
師
で
あ
っ
た
が
、
母
方
の
叔
父
に
斎
藤
仙
也
医
学
士
（
東
大
医
学
部
明
治
十

面
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明
治
三
十
四
年
四
月
、
済
生
学
舎
舎
長
の
長
谷
川
泰
に
招
聰
さ
れ
て
外
科
学
講
師
を
兼
任
し
な
が
ら
明
治
三
十
五
年
十
二
月
五
日
に
は
東

京
帝
国
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
三
十
六
年
済
生
学
舎
が
廃
校
と
な
る
や
学
生
救
済
の
た
め
の
「
同
窓
医
学
講
習
会
」
の
外
科
学

及
び
、
臨
床
講
義
を
行
う
。
更
に
日
本
医
学
校
が
明
治
三
十
七
年
四
月
に
創
立
さ
れ
る
や
外
科
学
講
師
を
兼
任
し
た
。

明
治
四
十
年
三
月
に
私
費
留
学
で
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
明
治
四
十
二
年
十
月
に
帰
国
し
た
。
明
治
四
十
四
年
医
学
博
士
を
授
与
さ
れ
、
大
正

三
年
九
月
に
は
日
本
医
学
専
門
学
校
教
授
を
兼
任
す
。
大
正
三
年
十
一
月
よ
り
第
一
次
大
戦
の
た
め
に
日
本
赤
十
字
救
護
班
長
と
し
て
フ
ラ

ン
ス
に
出
張
し
傷
病
者
の
救
護
に
当
た
り
、
大
正
五
年
九
月
十
九
日
に
帰
国
し
た
。

大
正
七
年
理
事
と
な
り
内
紛
に
よ
っ
て
荒
廃
せ
る
日
本
医
学
専
門
学
校
を
中
原
、
小
此
木
、
近
藤
と
諮
り
学
校
復
興
の
原
動
力
と
な
る
。

大
正
十
一
年
二
月
二
十
二
日
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
外
科
学
第
二
講
座
担
任
を
命
ぜ
ら
る
。
同
時
に
東
京
帝
国
大
学
医
学

部
附
属
病
院
分
院
の
院
長
に
就
任
し
て
い
る
。

症
の
研
究
が
始
ま
る
。

明
治
二
十
八
年
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
入
学
し
た
。
こ
の
時
、
同
級
生
の
中
原
徳
太
郎
と
親
交
を
結
ぶ
。
在
学
中
に
ス
ク
リ

バ
教
授
の
講
ず
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
医
学
に
関
心
を
持
ち
、
後
に
胄
癌
の
研
究
の
端
を
開
く
。

明
治
三
十
二
年
に
卒
業
し
て
直
ち
に
外
科
学
を
専
攻
し
、
大
学
院
に
入
り
、
病
理
学
を
一
年
間
研
究
す
。
後
日
病
理
学
に
基
い
た
急
性
腹

＃

洪騨

や'19

塩
田
は
右
の
如
き
多
忙
な
生
活
の
中
で
、
日
本
医
学
専
門
学
校
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
を

監
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

（
Ｍ
）

跨
○
近
藤
達
児

達
近
藤
達
児
は
福
島
出
身
で
父
近
藤
玄
貞
は
医
師
で
あ
っ
た
。
消
化
器
病
の
大
家
南
大
曹
は

藤近
実
弟
に
当
る
。
明
治
四
十
二
年
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
弁
護
士
と
な
っ
た
。
ま
た
衆

議
院
議
員
と
し
て
活
躍
す
。
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大
正
七
年
、
日
本
医
学
専
門
学
校
が
経
営
難
に
陥
っ
た
時
、
中
原
、
小
此
木
、
塩
田
の
三
氏
と
協
力
し
、
理
事
及
び
学
監
に
就
任
し
た
。

当
時
極
度
に
疲
弊
せ
る
財
政
整
理
の
難
局
を
、
独
自
の
法
律
的
知
識
と
俊
敏
果
断
な
実
行
力
で
、
幾
多
の
難
件
を
処
理
し
、
医
学
専
門
学
校

学
内
で
は
学
校
騒
動
の
後
遺
症
が
あ
り
、
立
ち
直
る
た
め
、
強
力
な
教
育
方
針
を
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
。
大
正
七
年
四
月
中
原
徳
太
郎

校
長
は
就
任
す
る
や
建
学
の
精
神
を
打
ち
た
て
た
。

小
此
木
、
塩
田
、
近
藤
の
意
見
を
聞
き
色
々
と
協
議
の
結
果
、
日
本
医
学
専
門
学
校
の
建
学
の
精
神
を
「
克
己
殉
公
」
と
定
め
た
。
こ
れ

は
、
小
此
木
が
ド
イ
ツ
に
留
学
中
に
購
入
し
た
書
物
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
（
ｏ
弓
．
西
屋
討
国
且
）
の
内
科
書
の
中
の
『
医
戒
』
の
項
か
ら
引
用

と
し
て
の
存
在
の
危
機
を
脱
せ
し
め
た
。

因
に
、
済
生
学
舎
の
毒

採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
恥
）

フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
は
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
教
授
で
、
ゲ
ー
テ
と
親
交
の
あ
っ
た
学
者
で
あ
り
、
一
七
六
四
年
～
一
八
三
六
年
頃

の
人
物
で
あ
る
。
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
「
医
戒
』
の
中
に
、
「
己
を
捨
て
て
、
他
の
為
に
生
く
る
は
、
固
よ
り
医
道
の
本
質
な
り
」
の
言
葉
に

漢
字
を
当
て
て
、
「
克
己
殉
公
」
と
定
め
た
の
で
あ
る
。

「
克
己
殉
公
」
の
言
葉
の
中
に
、
金
銭
を
追
い
求
め
る
こ
と
を
戒
め
た
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
精
神
が
含
ま
れ
て
い
る
。

因
に
、
済
生
学
舎
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
済
生
救
民
」
も
ま
た
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
書
を
長
谷
川
泰
が
読
ん
で
そ
の
原
典
の
趣
旨
か
ら

ま
た
日
本
医
学
専
門
学
校
校
友
会
会
長
及
び
大
正
十
四
年
に
は
予
科
教
授
と
し
て
、
国
語
、
漢
文
、
修
身
等
の
授
業
を
担
当
し
た
。
近
藤

は
病
弱
な
体
質
で
あ
っ
た
が
能
く
中
原
学
長
を
補
佐
し
続
け
た
。

しは

た、
0_『_

こ
つ
き
じ
ゅ
ん
こ
う

四
、
「
克
己
殉
公
」
の
建
学
の
精
神
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二
、
専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
定
に
依
る
検
定
合
格
し
た
る
も
の
。

三
、
同
規
定
第
八
条
、
第
一
号
に
指
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
。
（
以
下
略
）
」

右
の
如
く
規
定
し
、
授
業
料
を
左
記
の
如
く
定
め
た
。

「
第
二
十
一
条
・
授
業
料
は
一
学
年
金
壱
百
円
、
学
生
会
費
金
四
円
、
並
び
に
卒
業
試
験
料
金
二
十
円
と
し
、
左
の
如
く
分
割
す
。
（
一
部
略
）

第
二
十
三
条
・
前
期
試
験
は
第
二
学
年
の
学
年
試
験
に
及
第
し
た
る
者
に
対
し
、
後
期
試
験
は
第
四
学
年
学
年
試
験
に
及
第
し
た
る
者
に
対

し
、
左
記
の
科
目
に
就
い
て
行
う
」
（
以
下
略
）
以
上
の
如
く
学
則
を
制
定
し
、
官
立
並
の
医
学
教
育
を
図
っ
た
。

第
一
条
、
本
校
は
医
学
↑

第
二
条
、
修
学
年
限
は
而

第
八
条
、
本
校
に
入
学
”

一
、
中
学
校
卒
業
生
。

二
、
専
門
学
校
入
学
七

三
、
同
規
定
第
八
条
、

中
原
徳
太
郎
は
校
長
に
就
任
後
、
先
ず
医
学
専
門
学
校
の
指
定
を
受
け
る
た
め
に
、
大
正
七
年
十
一
月
六
日
、
「
学
則
改
正
認
可
願
」
を
文

部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
宛
に
提
出
し
て
い
る
。

（
ｒ
）

「
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
学
則
」

学
業
も
次
第
に
充
実
し
て
来
た
、
大
正
八
年
二
月
中
原
徳
太
郎
は
、
小
此
木
理
事
長
名
義
で
左
記
の
指
定
申
請
言
を
文
部
大
臣
に
提
出
し

第
一
章
総
則

六
、
医
師
法
第
一
条
に
よ
る
「
指
定
」
申
請
害

五
、
学
則
の
改
正

本
校
は
医
学
を
教
授
す
る
所
と
す
。

修
学
年
限
は
四
ケ
年
と
す
。
二
部
略
）

本
校
に
入
学
せ
ん
と
す
る
も
の
は
身
体
健
康
・
品
行
方
正
の
男
子
に
し
て
、

左
記
の
項
に
該
当
す
る
事
を
要
す
。
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た

（
四
）

当
時
の
学
生
数
は
、
「
日
本
の
医
界
」
二
九
八
号
の
報
告
で
は
、
「
卒
業
生
本
邦
人
八
十
三
名
、
留
学
生
二
十
八
名
、
現
在
学
生
、
本
邦
人

四
百
四
十
名
、
留
学
生
十
八
名
」
と
報
じ
て
い
る
。

ま
た
「
現
在
の
敷
地
二
千
三
百
坪
、
器
具
器
械
、
標
本
六
千
二
百
六
十
五
円
、
校
舎
建
物
十
六
棟
、
千
○
六
十
五
坪
、
図
書
七
百
七
冊
」

と
報
じ
、
将
来
大
学
組
織
と
し
て
、
医
学
の
最
高
学
府
た
ら
し
め
ん
と
念
願
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

（
肥
）

小
此
木
理
事
長
の
文
部
省
に
提
出
し
た
書
類
に
よ
る
と
、
次
の
如
く
報
告
し
て
い
る
。

「
正
確
な
る
現
在
生
徒
の
学
年
及
び
学
級
別
人
員
」
（
大
正
八
年
一
月
一
日
調
査
）

○
第
一
学
年
二
二
名
（
本
邦
人
一
○
六
名
・
中
国
人
三
名
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
三
名
）

○
第
二
学
年
一
○
九
名
（
本
邦
人
一
○
四
名
・
中
国
人
三
名
・
台
湾
人
一
名
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
一
名
）

○
第
三
学
年
九
七
名
（
本
邦
人
九
三
名
・
中
国
人
二
名
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
二
名
）

○
第
四
学
年
（
第
一
学
期
）
三
四
名
（
第
二
学
期
）
一
○
名
．
（
本
邦
人
二
九
名
・
中
国
人
六
名
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
九
名
）

「
指
定
相
成
度
儀
に
付
巾
請

医
師
法
第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
依
り
、
御
指
定
相
成
度
、
別
紙
書
類
相
添
へ
此
段
及
申
請
候
也

東
京
市
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
九
番
地

文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
殿

理
事
長
小

大
正
八
年
二
月
七
日

財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校

理
事
長
小
此
木
信
六
郎

肥
）

園

I
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「
卒
業
生
の
員
数
及
び
卒
業
後
の
状
況
」

第
一
回
卒
業
生
三
○
名
医
術
開
業
試
験
合
格
二
四
名

第
二
回
卒
業
生
三
○
名
右
合
格
者
一
四
名

第
三
回
卒
業
生
一
八
名
右
合
格
者
七
名

合
計
七
八
名

合
計
四
五
名

卒
業
生
の
少
人
数
で
あ
る
こ
と
は
、
未
だ
学
校
騒
動
の
後
遺
症
が
残
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
右
卒
業
生
の
卒
業
後
の
様
子
は
、

（
徴
兵
二
・
公
吏
二
・
自
宅
開
業
三
五
・
病
院
研
究
七
）
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
た
日
本
医
学
専
門
学
校
の
教
員
の
氏
名
と
担
当
学
科
目
、
及
び
専
任
、
兼
任
の
区
別
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

「
修
身
・
兼
任
・

文
学
士
増
田
惟
茂

独
乙
語
・
専
任
．
文
学
士
鈴
木
恒
治

独
乙
語
・
専
任
．
文
学
士
春
日
主
税

鄙
化
蓉
）
専
任

窪
蓉
珪
米
倉
昌
達

解
剖
学
・
兼
任
医
学
博
士
二
村
領
次
郎

解
剖
学
・
専
任
．
医
学
士
池
田
孝
男

解
剖
学
・
兼
任
．
医
学
士
上
田
常
吉

生
理
学
・
兼
任
．
医
学
士
佐
々
貫
之

○
卒
業
受
験
生
一
四
名

合
計
全
学
生
数
三三
七
六
名

(12） 152



病
理
学
・
専
任
医
学
博
士
福
士
政
一

病
理
学
・
専
任
（
専
門
学
校
規
定
第
七
条
に
依
り
認
可
）

怖
離
篝
）
専
任

医
化
学
・
兼
任
・

衛
生
学
・
兼
任
．

内
科
学
・
兼
任

内
科
学
・
専
任

内
科
学
・
兼
任

内
科
学
・
専
任
・

内
科
学
・
兼
任
・

内
科
学
・
専
任
・

小
児
科
学
専
任
・

外
科
学
・
兼
任

外
科
学
・
専
任

外
科
学
・
専
任
．

癖
卵
》
）
專
任

長
沢
米
蔵

医
学
士

医
学
士

医
学
博
士

医
学
博
士

医
学
博
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士

医
学
博
士

医
学
博
士

医
学
士

医
学
士
上
村
直
親

医
学
士
丸
茂
猛

河
本
禎
助

古
瀬
安
俊

二
木
謙
三

南
大
曹

碓
居
龍
太

西
川
義
方

勝
沼
精
蔵

奥
川
純
二

小
杉
文
吉

塩
田
広
重

中
原
徳
太
郎

岩
島
寸
三

153 (13）



（
配
）

北
浜
章
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
学
生
達
の
当
時
の
実
態
は
次
の
様
で
あ
っ
た
。

「
学
校
の
授
業
と
い
え
ば
、
講
義
が
多
く
、
朝
八
時
か
ら
五
時
ま
で
、
二
時
間
ず
つ
続
く
講
義
で
、
学
生
は
全
ノ
ー
ト
を
と
る
こ
と
に
終
始

す
る
一
日
と
い
う
わ
け
で
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
た
。

精
神
病
学
・
専
任

皮
層
病
学
・
兼
任

皮
膚
病
学
・
専
任

体
操
専
任

外
科
学
・
専
任
・

産
科
学
・
兼
任

産
婦
人
科
学
専
任

婦
人
科
学
・
兼
任

婦
人
科
学
・
兼
任

眼
科
学

眼
科
学
・
専
任
・

耳
鼻
咽
喉
科
学
兼
任

耳
鼻
咽
喉
科
学
専
任

法
医
学
兼
任
（
専
門
学
校
規
定
第
七
条
に
依
り
認
可
）

医
学
士

医
学
士

医
学
士

陸
軍
中
尉

医
学
士

医
学
博
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士

医
学
博
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士

宮
永
学
而

斎
藤
玉
男

広
田
康

折
笠
清
秀

塩
見
磯
吉
」

井
上
重
吉

相
馬
又
次
郎

鶴
岡
正
一

今
井
環

今
井
環

小
川
剣
三
郎

坂
原
愛
治

桑
名
龍
太
郎

宇
田
清
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（
２
天
６
ｘ
８
）

中
原
校
長
は
、
大
正
三
年
七
月
に
日
本
橋
高
砂
町
に
設
立
し
た
中
原
病
院
の
収
入
を
以
て
、
日
本
医
学
校
の
経
営
の
一
部
に
当
て
る
と
共

に
、
自
ら
は
学
校
か
ら
の
給
料
は
当
分
受
け
取
る
事
を
見
合
わ
せ
る
事
と
し
た
。

校
長
自
ら
の
姿
勢
は
多
く
の
教
職
員
の
賛
同
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
学
内
の
充
実
は
次
第
に
図
ら
れ
て
来
た
。
か
く
て
、
大
正
八
年
八
月

十
九
日
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
文
部
大
臣
指
定
の
専
門
学
校
の
認
可
が
得
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
明
治
三
十
六
年
の
済
生
学
舎

廃
校
以
来
、
十
七
年
間
に
亘
る
苦
難
の
道
程
で
あ
っ
た
。

（
洲
）

即
ち
、
明
治
三
十
九
年
に
制
定
さ
れ
た
「
医
師
法
」
の
第
一
条
第
一
項
の
末
尾
に
あ
る
、
「
医
師
た
ら
ん
と
す
る
者
は
、
大
学
令
に
よ
る
医

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

学
士
、
又
は
官
立
若
し
く
は
文
部
大
臣
の
指
定
し
た
る
私
立
医
学
専
門
学
校
医
科
を
卒
業
し
た
る
も
の
に
限
る
」
（
傍
点
加
筆
）
と
の
項
目
に

学
士
、
又
は
官
立
若
し
く
皿

該
当
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

教
務
で
は
講
義
時
間
が
多
い
こ
と
を
自
慢
と
し
て
い
た
。
ち
ょ
っ
と
怠
け
て
ノ
ー
ト
を
と
ら
な
い
と
後
の
整
理
に
困
る
か
ら
、
熱
心
に
ノ

ー
ト
を
と
っ
た
者
も
あ
り
、
ノ
ー
ト
を
ま
と
め
て
プ
リ
ン
ト
に
し
て
、
分
け
て
試
験
に
備
え
た
。
」

三
、
大
正
八
年
度
中
に
、
基
本
金
を
相
当
増
加
す
る
こ
と
。
」

右
の
条
件
を
出
来
る
だ
け
早
く
充
足
し
た
日
本
医
学
専
門
学
校
は
、
左
記
の
通
知
を
文
部
省
よ
り
正
式
に
受
け
と
っ
た
。

一
、
一

一
一
、
垂

し
一
○

た
だ
し
、

「

｜
一
言
Ⅲ

実
習
用
患
者
数
並
に
実
習
用
解
剖
屍
体
の
数
を
更
に
、
相
当
数
増
加
す
る
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

産
科
模
型
演
習
に
於
て
、
生
徒
二
十
人
に
対
し
て
、
「
フ
ァ
ン
ト
ー
ム
」
一
基
を
備
へ
、
模
型
胎
児
の
外
、
初
生
児
屍
体
を
使
用
す
る
こ

七
、
文
部
省
の
指
定
認
可

文
部
大
臣
の
認
可
を
得
る
た
め
に
更
に
左
の
項
目
の
不
備
な
点
を
改
善
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。

脇
）
可
し
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大
正
八
年
八
月
十
九
日

文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
」
（
傍
点
加
筆
）

こ
こ
に
め
で
た
く
医
師
試
験
を
受
け
ず
し
て
、
他
の
官
立
・
公
立
・
私
立
医
学
専
門
学
校
卒
業
生
と
同
等
に
、
医
師
の
資
格
が
得
ら
れ
る

事
と
な
っ
た
。
但
し
、
大
正
八
年
九
月
以
前
の
卒
業
生
で
資
格
の
無
い
人
は
再
編
入
し
て
卒
業
し
、
医
師
の
免
許
を
得
た
者
も
あ
っ
た
。

（
”
）

同
年
十
月
、
上
野
精
養
軒
で
専
門
学
校
指
定
の
披
露
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
約
二
百
人
の
朝
野
の
名
士
が
参
加
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

ま
た
同
年
五
月
に
は
本
校
図
書
室
に
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
師
ス
ク
リ
バ
（
旨
冒
品
目
ｇ
）
の
遣
族
フ
ィ
リ
ッ
・
ス
ク
リ
バ
よ
り
、

書
籍
約
五
百
冊
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
し
て
今
日
本
医
科
大
学
図
書
館
の
原
形
が
出
来
た
。

（
蛇
）

同
年
十
二
月
に
は
、
指
定
後
第
一
回
の
卒
業
生
三
十
二
名
と
聴
講
生
一
名
の
学
生
が
巣
立
っ
た
。

し
か
し
規
約
に
よ
り
、
大
正
九
年
九
月
以
前
の
卒
業
生
は
全
て
医
師
試
験
に
臨
ん
だ
・
そ
の
主
な
人
々
は
大
正
六
年
卒
業
の
中
井
卓
次
郎
．

八
木
忠
作
・
小
室
卓
爾
・
大
正
七
年
卒
の
藤
牧
玄
雄
・
大
正
八
年
卒
業
の
河
野
勝
斎
等
が
後
者
に
含
ま
れ
る
。

そ
の
陰
に
前
述
の
中
原
、
小
此
木
、
塩
田
、
近
藤
の
四
名
の
理
事
の
他
に
、
福
士
政
一
（
病
理
学
）
、
二
村
嶺
次
郎
（
解
剖
学
）
、
南
大
曹
（
内

科
学
）
、
西
川
義
方
（
内
科
学
）
、
長
沢
米
蔵
（
病
理
学
）
、
塩
見
磯
吉
（
体
操
）
等
多
く
の
専
任
教
授
の
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

の
と
す
。

中
原
徳
太
郎
は
前
記
の
如
く
、
大
正
八
年
八
月
十
九
日
、
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
よ
り
、
正
式
に
医
学
専
門
学
校
の
指
定
を
受
け
た
が

「
文
部
省
告
示
第
一
二

（
皿
）
（
犯
）
（
認
）

日
本
医
学
専
門
学
校

右
は
医
師
法
第
一
条
第
一

八
、
専
門
学
校
か
ら
大
学
昇
格
の
準
備

項
第
一
号
に
依
り
、
指
定
す
。
但
し
、
此
の
規
定
は
大
正
九
年
九
月
以
降
の
卒
業
生
に
限
り
効
力
を
有
す
る
も

ロ

ー弓
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大
正
十
一
年
一
月
に
な
る
と
、
正
式
に
「
看
護
教
育
」
に
着
手
し
、
本
校
附
属
医
院
「
看
護
講
習
所
」
を
設
立
し
た
。
ま
た
同
年
四
月
に

は
東
京
帝
国
大
学
薬
理
学
教
授
の
「
林
春
雄
」
（
明
治
三
十
年
東
大
卒
）
と
、
帝
国
大
学
医
学
部
、
入
沢
内
科
教
室
の
「
平
山
金
蔵
」
（
明
治
三
十

六
年
東
大
卒
）
が
、
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
の
理
事
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
長
い
間
文
部
省
の
陰
の
実
力
者
と
し
て
私
立
医
学

（
６
）
（
妬
）
（
師
）

校
の
撲
滅
論
を
唱
え
て
来
た
入
沢
達
吉
東
大
教
授
が
、
中
原
徳
太
郎
の
人
物
に
惚
れ
こ
ん
で
、
従
来
の
姿
勢
を
変
更
し
た
た
め
で
あ
る
。

て
こ

即
ち
文
部
省
視
学
委
員
の
責
任
の
下
で
、
入
沢
達
吉
が
、
日
本
医
專
の
復
興
の
挺
子
入
れ
の
た
め
に
派
遣
さ
せ
て
来
た
の
が
、
林
春
雄
、

○
大
正
九
年
、
九
○
五
名
、

○
大
正
十
年
、
五
六
○
名
、

○
大
正
十
一
年
、
九
四
八
名
、

○
大
正
一
二
年
、
一
、
一
九
八
名
、

○
大
正
一
五
年
、
二
、
○
七
二
名
、

大
正
九
年
二
月
に
は
、
予
科
（
一

定
員
増
加
を
文
部
省
に
申
請
し
た
。

大
学
昇
格
迄
の
道
は
大
変
険
し
か
っ
た
。

当
時
の
日
本
医
專
の
学
生
は
、
地
方
の
農
村
の
出
身
で
、
旧
制
中
学
を
卒
業
し
て
入
学
し
て
来
た
人
々
が
多
か
っ
た
。
そ
の
受
験
生
と
、

入
学
者
数
を
調
査
し
た
の
で
、
左
記
の
表
に
纒
め
て
報
告
す
る
。

（
別
）

日
本
医
専
の
入
学
志
願
者
と
合
格
者
数

○
大
正
五
年
、
一
九
八
名
、
合
格
者
二
○
名

○
大
正
八
年
、
一
八
二
名
、
合
格
者
二
七
名

（
聴
講
生
八
名
）

合
格
者
一
三
二
名

合
格
者
一
二
○
名

合
格
者
一
六
○
名

合
格
者
一
六
○
名

合
格
者
一
六
○
名

年
制
）
を
設
け
、
五
年
制
の
医
学
専
門
学
校
と
し
、
中
原
校
長
は
大
学
昇
格
の
準
備
に
か
か
っ
た
。
更
に
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平
山
金
蔵
の
両
理
事
で
あ
っ
た
。

次
に
飯
田
橋
の
日
本
医
科
大
学
第
一
病
院
の
歴
史
に
触
れ
て
み
た
い
。

こ
芦
つ
じ
ま
ち

大
正
十
一
年
十
月
、
中
原
徳
太
郎
は
将
来
医
学
専
門
学
校
よ
り
、
大
学
に
昇
格
す
る
た
め
の
臨
床
実
習
病
院
の
必
要
性
を
考
え
、
麹
町
区

飯
田
町
の
「
財
団
法
人
皇
典
講
習
所
・
国
学
院
大
学
」
の
所
有
地
千
四
百
四
十
七
坪
と
、
建
物
八
百
十
坪
の
購
入
契
約
を
行
っ
た
。
国
学
院

大
学
が
渋
谷
に
移
転
し
た
跡
地
を
附
属
病
院
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し
、
明
治
十
二
年
八
月
に
右
の
届
書
を
提
出
し
た
。
購
入
代
金
は
三

十
万
円
で
あ
っ
た
。
同
窓
会
か
ら
も
、
寄
附
金
二
万
九
千
円
が
あ
り
、
中
原
徳
太
郎
に
協
力
し
た
。

次
に
、
中
原
校
長
は
大
正
十
年
十
二
月
一
日
、
校
舎
の
本
館
（
百
三
十
五
坪
、
二
階
建
）
を
文
部
省
に
新
築
す
べ
く
申
請
し
て
い
る
。
こ
れ

が
校
門
正
面
の
戦
前
の
本
館
で
あ
る
。

十
万
円
で
あ
っ
た
。
同
去
堂

（
”
）

「
大
正
十
二
年
八
月
一
日

東
京
市
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
九
番
地

今
般
本
校
教
室
新
設
致
度
候
間
、
御
認
可
相
成
度
別
紙
書
類
相
添
之
此
段
及
申
請
候
也
。

財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校

理
事
長
小
此

文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎

東
京
市
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
拾
九
番
地

（
郡
）

「
教
室
新
築
認
可
申
請
書

大
正
十
年
十
二
月
一
日

九
、
飯
田
橋
の
附
属
第
一
病
院
の
購
入
と
大
震
災

小
此
木
信
六
郎
回

I
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今
般
本
校
業
務
拡
張
の
為
、
東
京
市
麹
町
区
飯
田
町
五
丁
目
八
番
地
、
財
団
法
人
国
学
院
大
学
所
在
地
壱
千
二
百
九
十
六
坪
七
合
五
勺
、

建
物
七
百
十
四
坪
二
合
五
勺
を
全
部
有
形
の
侭
買
収
シ
、
登
記
を
了
シ
候
に
付
、
之
に
改
造
を
加
へ
、
在
来
の
附
属
医
院
の
外
、
更
に
一
の

附
属
医
院
を
増
設
し
、
左
記
に
依
り
、
臨
床
実
習
用
病
院
と
し
度
候
間
、
御
認
可
相
成
度
、
公
立
私
立
専
門
学
校
規
定
第
一
条
第
四
項
に
依

り
此
段
申
請
候
也
。

一
三
口

一
、
買
収
価
格
金
参
拾
万
円

一
、
登
記
年
月
日
大
正
十
二
年
五
月
二
十
六
日

一
、
敷
地
坪
数
壱
千
二
百
九
十
六
坪
七
合
五
勺

一
、
建
物
坪
数
七
百
十
四
坪
二
合
五
勺

一
、
従
来
の
校
舎
図
別
紙
の
図
面
通
り

（
以
下
略
）
」

と
こ
ろ
が
病
院
と
し
て
購
入
し
て
、
一
度
も
使
用
せ
ず
し
て
、
関
東
大
震
災
が
突
如
と
し
て
起
こ
り
、
総
て
の
建
物
は
焼
失
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
時
の
苦
し
み
を
中
原
（
徳
太
郎
）
は
次
の
如
く
報
告
し
て
い
る
。

（
蝿
）
た
い
か
こ
う
ろ
う

「
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
東
京
附
近
大
震
災
に
雲
は
れ
、
大
廩
高
楼
相
尋
ね
て
倒
潰
し
、
火
災
は
八
方
に
起
り
、
焔
は
天
を
焦

が
し
た
る
も
、
本
校
並
び
に
本
郷
附
属
病
院
は
軽
度
の
災
害
を
被
れ
る
の
み
に
し
て
、
其
の
厄
を
免
れ
れ
た
る
も
、
不
幸
に
し
て
、
飯
田
町

財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校

理
事
長
小
此
木
信
六
郎
画

文
部
大
臣
鎌
田
栄
吉
殿

附
属
病
院
哨
設
の
件

己
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中
原
学
長
は
政
治
的
手
腕
を
発
揮
し
、
大
学
昇
格
の
意
を
含
み
、
大
正
十
三
年
五
月
憲
政
党
よ
り
衆
議
院
に
立
候
補
し
、
当
選
し
て
い
る
。

更
に
憲
政
党
幹
事
長
の
要
職
に
つ
き
、
浜
口
雄
幸
総
裁
を
助
け
、
入
沢
達
吉
の
声
援
を
受
け
、
大
正
十
五
年
一
月
、
「
日
本
医
科
大
学
設
置
申

と
こ
ろ
が
後
に
学
生
達
は
、
募
金
（

中
原
学
長
を
苦
し
め
る
事
に
な
っ
た
。

こ
の
十
六
万
円
を
公
債
に
換
え
、
中
原
、
小
此
木
、
塩
田
、
近
藤
の
四
名
は
工
面
し
て
、
二
十
五
万
円
を
文
部
省
に
供
託
し
て
、
五
十
万

円
の
半
額
を
得
て
昇
格
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
後
に
学
生
達
は
、
募
金
の
見
返
り
に
、
「
医
学
士
」
の
称
号
を
求
め
て
、
大
正
十
五
年
六
月
一
日
、
総
ス
ト
ラ
イ
キ
を
半
日
行
い
、

（
別
）

大
震
災
か
ら
復
興
期
の
大
正
十
三
年
一
月
に
、
日
本
医
專
で
は
「
校
歌
」
を
制
定
し
た
。
そ
の
一
節
に
、
「
精
進
力
行
五
十
余
年
、
貫
く
殉

公
克
己
の
こ
こ
ろ
」
と
認
っ
て
い
る
。
「
精
進
力
行
五
十
余
年
」
は
済
生
学
舎
創
立
時
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
正
十
三
年
七
月
、
焼
失
し
た
飯
田
橋
病
院
の
跡
地
に
、
拓
殖
大
学
の
寮
を
移
築
し
、
木
造
二
階
建
の
仮
病
院
を
造
り
開
院
し
た
。

大
正
十
四
年
三
月
に
な
る
と
、
震
災
よ
り
脱
し
て
、
久
し
く
懸
案
で
あ
っ
た
医
專
の
大
学
昇
格
運
動
が
学
内
に
高
ま
っ
た
。

（
釦
）
（
犯
）

学
生
達
は
、
「
大
学
昇
格
期
成
同
盟
」
を
設
け
、
認
可
の
た
め
に
文
部
省
に
提
出
す
る
五
十
万
円
の
基
本
金
の
募
金
を
開
始
し
た
。
学
生
達

は
各
自
「
二
百
円
」
の
募
金
に
応
じ
た
。
岩
手
県
出
身
の
学
生
の
父
は
、
一
夜
の
中
に
田
畑
を
売
っ
て
、
夜
行
列
車
に
乗
り
、
二
百
円
を
束

（
認
）

京
の
息
子
に
届
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
涙
ぐ
ま
し
い
昇
格
へ
の
熱
望
は
、
「
十
六
万
円
」
の
募
金
額
に
達
し
た
。
在
学
生
八
百
名
が
募
金
に
応

う
ゆ
う

附
属
医
院
は
、
午
後
三
時
頃
、
類
焼
し
、
建
物
八
百
十
四
坪
は
全
部
烏
有
に
帰
せ
り
」
と
。

（
鱒
）

更
に
日
本
医
專
で
は
、
学
生
、
教
職
員
の
中
に
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
、
震
災
後
一
ヶ
月
経
過
し
て
や
っ
と
講
義
を
再
会
し
た
。

十
一
月
に
入
り
、
本
郷
駒
込
吉
祥
寺
で
、
し
め
や
か
に
学
生
、
教
職
員
、
卒
業
生
の
追
悼
会
が
行
わ
れ
た
。

じ
た
の
で
あ
る
。

十
、
大
学
昇
格
運
動
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（
抑
）

大
正
十
五
年
五
月
七
日
午
後
五
時
よ
り
、
「
日
本
医
科
大
学
開
学
披
露
祝
賀
会
」
が
上
野
精
養
軒
で
開
か
れ
た
。
若
槻
首
相
、
安
達
逓
相
等

政
界
の
人
々
、
及
び
医
学
界
の
長
老
岡
田
和
一
郎
、
河
本
菫
次
郎
、
金
杉
英
五
郎
、
入
沢
達
吉
等
が
列
席
し
た
。
ま
た
本
郷
区
の
住
民
等
千

文
部
大
臣
岡
田
良
平
」

こ
れ
も
総
て
、
中
原
の
人
間
性
と
、
政
治
的
力
量
に
依
る
も
の
だ
と
、
多
く
の
人
々
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
大
正
十
五
年
二

（
別
）
（
縄
）
に
ぎ

月
二
十
一
日
、
政
友
会
の
黒
住
代
議
士
に
よ
り
、
「
日
本
医
專
昇
格
に
関
す
る
緊
急
質
問
」
を
行
い
、
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
た
。
「
大
学
に
昇

格
し
た
日
本
医
專
に
、
専
門
部
の
学
生
の
一
部
を
予
科
に
編
入
さ
せ
、
更
に
専
門
部
の
欠
員
を
編
入
募
集
し
た
事
は
、
違
法
で
あ
る
」
と
訴

直
ち
に
大
正
十
五
年
一
月
に
、
日
本
医
科
大
学
設
置
申
請
に
対
す
る
実
地
調
査
が
あ
り
、
文
部
省
よ
り
、
長
与
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
葉

山
文
部
省
督
学
官
、
他
二
名
の
来
校
が
あ
っ
た
。

大
正
十
五
年
二
月
二
十
五
日
付
を
以
て
、
大
学
令
に
依
り
、
「
日
本
医
科
大
学
設
立
の
件
」
は
文
部
大
臣
よ
り
認
可
さ
れ
た
。

請
耆
」
を
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
。

（
郡
）

国
会
で
の
こ
の
様
な
騒
動
も
急
速
に
鎮
静
し
た
。
大
学
内
で
は
、
進
取
の
気
象
に
燃
え
た
学
生
達
の
祝
賀
会
が
、
大
正
十
五
年
四
月
二
十

五
日
に
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
学
外
に
対
し
て
は
左
記
の
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。

え
た
の
で
あ
る
。

財
団
法
人
日
本
医
科
大
学

大
正
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
申
請
、
日
本
医
科
大
学
を
大
学
令
に
依
り
、
設
立
す
る
の
件
、
認
可
す
。

「
東
專
一
○
号

大
正
十
五
年
二
月
二
十
五
日

十
一
、
昇
格
の
祝
賀
会
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諸
大
家
の
手
当
も
全
て
効
を
奏
せ
ず
、
昭
和
二
年
十
一
月
十
七
日
に
肺
炎
を
併
発
し
、
中
原
学
長
は
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。
当
年
五
十
七

歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
も
し
健
康
が
続
け
ば
、
次
期
の
文
部
大
臣
の
声
も
む
な
し
く
、
責
任
感
の
強
い
中
原
は
、
民
政
党
相
談
役
、
日
本
医

駆
け
つ
け
、
必
死
の
加
療
が
な
さ
れ
た
。

か
く
し
て
、
日
本
医
科
大
学
は
昇
格
に
よ
り
、
学
内
に
活
気
が
満
ち
て
、
次
第
に
充
実
し
て
い
っ
た
。
昭
和
二
年
一
月
に
、
本
館
の
横
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
（
地
下
を
含
む
）
四
八
○
坪
の
校
舎
を
竣
工
さ
せ
た
。

（
羽
）
（
鋤
）
（
岨
）

と
こ
ろ
が
中
原
学
長
の
健
康
に
急
な
異
変
が
起
き
た
。
昭
和
二
年
十
一
月
十
二
日
の
大
学
の
解
剖
祭
に
出
席
し
た
時
、
頸
部
に
小
豆
大
の

蜂
窩
織
炎
が
生
じ
て
い
る
事
に
中
原
学
長
は
気
付
い
た
。
十
一
月
十
四
日
、
日
曜
日
の
夜
、
中
原
は
五
人
の
患
者
の
手
術
を
中
原
病
院
で
執

刀
し
疲
れ
切
っ
た
身
体
で
そ
の
夕
刻
、
浜
口
総
裁
邸
に
部
下
の
桜
井
謙
治
を
伴
っ
て
出
か
け
た
。

午
後
十
時
頃
、
帰
宅
途
中
の
車
中
で
発
熱
を
覚
え
た
。
頸
部
の
蜂
窩
織
炎
か
ら
敗
血
症
が
誘
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
急
拠
、
国
崎
政
治
主

治
医
、
塩
田
広
車
、
稲
田
竜
吉
、
入
沢
達
吉
、
木
村
徳
衛
、
西
川
義
方
、
山
田
弘
倫
、
平
山
金
蔵
、
福
士
政
一
、
井
上
喜
重
等
の
医
学
者
が

夢
、
も
二
蛤
も

「
抑
、
本
学
は
明
治
中
葉
か
ら
、
故
長
谷
川
泰
先
生
の
経
営
さ
れ
て
い
た
済
生
学
舎
が
廃
校
後
、
其
の
衣
鉢
を
継
い
で
起
っ
た
日
本
医
学

校
、
東
京
医
学
校
等
を
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
済
生
学
舎
と
日
本
医
科
大
学
の
関
係
を
述
べ
、
更
に
言
葉
を
加
え
て
、
「
由
来
我
校
は
、

物
質
的
に
は
真
に
孤
立
、
独
立
独
歩
で
今
日
ま
で
経
営
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
今
後
完
全
な
る
医
科
大
学
に
発
展
す
る
為
に
、
皆
様

の
御
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
情
熱
を
込
め
て
挨
拶
を
し
た
。
最
後
に
入
沢
達
吉
の
万
歳
三
唱
が
あ
り
、
午
後
八
時
に
散
会
し
た
。

り
、
次
の
様
な
演
説
を
し
て
い
る
。

五
百
人
が
参
集
し
た
。

中
原
学
長
、
塩
田
、
小
此
木
、
近
藤
の
各
理
事
者
は
来
賓
に
挨
拶
の
交
換
を
行
い
、
福
士
政
一
教
授
の
司
会
で
、
中
原
学
長
は
壇
上
に
昇

十

中
原
、

小
此
木
及
び
近
藤
の
急
逝
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科
大
学
学
長
の
肩
書
だ
け
残
し
て
急
逝
し
た
。

悲
し
み
に
陥
っ
た
日
本
医
科
大
学
で
は
、
次
の
学
長
の
職
に
、
小
此
木
信
六
郎
の
就
任
を
懇
請
し
た
。
小
此
木
理
事
長
は
、
我
国
の
耳
鼻

き
つ
き
よ

咽
喉
科
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
大
学
内
部
に
在
っ
て
拮
据
、
経
営
に
自
ら
専
念
し
、
表
面
に
現
わ
れ
る
事
を
欲
し
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。

（
蛇
）
（
輪
）

沼
和
二
年
十
二
月
十
五
日
、
学
内
を
あ
げ
て
の
推
挙
に
応
じ
て
学
長
に
就
任
し
た
小
此
木
学
長
は
、
長
年
の
人
生
哲
学
を
以
て
、
学
長
就

昭
和
二
年
十
二
月
十
五
日
、
学
｛

任
の
歴
史
的
演
説
を
行
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
医
学
者
、
哲
学
者
、
一

ド
イ
ツ
の
医
学
者
、
哲
学
者
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
医
戒
の
項
に
触
れ
、
他
が
為
に
生
き
己
の
欲
望
や
、
金
銭
を
求
め
て
の
医
術
を
厳
し

く
戒
め
た
、
熱
の
籠
っ
た
語
り
か
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
授
業
に
対
し
て
は
、
「
学
長
聴
講
」
の
計
画
を
定
め
実
行
に
移
し
て
い
た
。

長
い
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
に
よ
り
飯
田
橋
の
附
属
病
院
の
新
築
計
画
に
着
手
す
べ
く
計
画
中
に
、
頻
発
す
る
狭
心
症
発
作
の
た
め
年
の
改

ま
る
頃
よ
り
、
小
石
川
丸
山
町
の
自
宅
で
静
養
す
る
身
と
な
り
、
昭
和
三
年
一
月
六
日
、
狭
心
症
発
作
の
た
め
遂
に
長
逝
し
た
。
享
年
六
十

ま
る
頃
よ
り
、
‐

九
歳
で
あ
っ
た
。

一
年
間
に
、
一

展
さ
せ
る
事
は
、

一
年
間
に
、
二
人
の
学
長
を
失
っ
た
日
本
医
科
大
学
の
悲
し
み
は
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
程
、
財
政
的
に
孤
立
し
た
医
学
校
を
発

展
さ
せ
る
事
は
、
難
事
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
“
）

中
原
、
小
此
木
学
長
と
協
力
し
た
近
藤
達
児
理
事
長
も
、
三
年
後
の
昭
和
六
年
九
月
二
十
二
日
、
郷
里
福
島
県
県
議
選
挙
の
応
援
に
帰
省

こ
が

中
、
車
中
で
持
病
の
肝
炎
が
悪
化
を
き
た
し
、
途
中
古
河
市
で
世
を
去
っ
た
。

か
く
の
如
く
次
々
に
指
導
者
を
失
い
、
内
容
の
充
実
し
た
医
科
大
学
に
な
る
た
め
に
は
、
次
の
学
長
の
塩
田
広
重
の
時
代
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

（
判
）

当
時
の
医
学
雑
誌
の
コ
ラ
ム
に
、
次
の
よ
う
な
評
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

い
の
ち
が

「
一
年
間
に
二
人
の
学
長
を
死
な
し
め
た
日
本
医
科
大
学
は
気
の
毒
で
あ
る
。
も
っ
と
気
の
毒
な
こ
と
は
、
生
命
懸
け
で
な
け
れ
ば
学
長
が

っ
と
ま
ら
ぬ
た
め
、
学
長
の
引
き
受
け
手
が
め
っ
き
り
減
っ
た
事
だ
。
医
專
に
で
も
還
元
し
な
け
れ
ば
駄
目
か
な
」
と
。
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学
校
騒
動
後
の
衰
頽
し
た
日
本
医
学
専
門
学
校
の
復
興
は
言
語
に
絶
す
る
困
難
が
あ
っ
た
。

校
長
中
原
徳
太
郎
は
、
小
此
木
信
六
郎
、
塩
田
広
重
、
近
藤
達
児
と
協
力
し
て
、
定
着
せ
る
教
授
確
保
、
学
則
の
改
正
、
「
克
己
殉
公
」
の

唱
導
等
、
新
時
代
に
適
応
す
べ
く
学
内
の
充
実
を
図
っ
た
。
特
に
中
原
校
長
の
自
ら
の
給
料
を
さ
し
ひ
か
え
、
時
に
は
中
原
病
院
の
収
益
を

学
校
建
設
の
一
部
に
し
た
事
は
、
多
く
の
教
職
員
の
協
力
を
得
る
基
と
な
っ
た
。

大
正
八
年
八
月
十
九
日
に
は
待
望
の
医
学
専
門
学
校
の
指
定
を
文
部
省
か
ら
得
ら
れ
た
。
更
に
大
正
十
五
年
二
月
二
十
五
日
の
大
学
昇
格

迄
の
道
程
に
は
、
険
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

学
生
達
は
、
先
祖
伝
来
の
田
畑
を
売
っ
て
、
大
学
昇
格
の
た
め
の
基
本
金
十
六
万
円
を
募
金
し
た
。
し
か
し
他
方
で
、
関
東
大
震
災
が
起

こ
り
、
飯
田
町
の
付
属
病
院
は
、
購
入
せ
る
も
一
度
も
使
用
せ
ず
し
て
焼
失
し
た
。
よ
う
や
く
復
興
を
見
て
、
大
学
昇
格
を
果
し
た
が
、
功

績
の
あ
っ
た
中
原
徳
太
郎
、
小
此
木
信
六
郎
の
二
名
の
学
長
は
過
労
の
た
め
に
相
継
い
で
世
を
去
っ
て
行
っ
た
。

次
に
学
長
に
就
任
し
た
塩
田
広
車
が
新
し
い
時
代
に
適
応
す
る
大
学
の
医
学
教
育
の
改
革
に
取
り
く
み
、
本
格
的
な
大
学
機
構
の
礎
を
基

く
の
に
は
長
い
道
程
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
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、
昭
和
五
十
三
年

「
学
則
改
正
認
可
願
」
理
事
長
小
此
木
信
六
郎
、
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
宛
、
大
正
七
年
十
一
月
六
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
・
川
ｌ
＆
ｌ
皿
）

「
文
部
省
・
医
学
専
門
学
校
指
定
申
請
害
」
小
此
木
信
六
郎
、
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
宛
、
大
正
八
年
二
月
七
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
・
川
１

Ｌ
Ｉ
Ｍ
）
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（
妬
）
「
日
本
医
專
・
教
室
新
設
認
可
申
請
書
」
大
正
十
一
年
二
月
一
日
、
理
事
長
小
此
木
信
六
郎
、
文
部
大
臣
岡
田
良
平
宛
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
．

（
泥
）
中
原
徳
太
郎
に
よ
る
日
本
医
科
大
学
沿
革
史
、
大
正
十
五
年
八
月
十
一
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
・
叩
ｌ
ｑ
ｌ
里

（
羽
）
「
日
本
医
科
大
学
八
十
年
記
念
誌
」
（
付
属
第
一
病
院
）
二
五
七
’
二
五
九
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
五
十
八
年

（
鋤
）
「
日
本
医
科
大
学
十
五
年
記
念
誌
」
（
日
本
医
学
専
門
学
校
校
歌
）
五
十
九
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
十
五
年

（
弧
）
「
日
本
医
科
大
学
八
十
年
記
念
誌
」
（
大
学
昇
格
期
成
同
盟
）
六
十
五
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
五
十
八
年

（
兜
）
「
中
原
徳
太
郎
自
筆
履
歴
書
」
大
正
十
五
年
二
月
二
十
日
、
大
学
昇
格
時
の
申
請
害
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
・
洲
ｌ
ｕ
ｌ
９
）

（
認
）
「
日
本
医
科
大
学
八
十
年
記
念
誌
」
（
学
生
の
寄
付
金
・
日
本
医
科
大
学
認
可
）
四
四
二
頁
、
四
四
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
五
十
八
年

（
別
）
「
不
正
の
生
徒
募
集
で
中
原
博
士
喚
問
さ
る
」
「
中
央
新
聞
』
大
正
十
五
年
四
月
八
日

（
調
）
「
専
門
部
補
欠
募
集
問
題
と
緊
急
国
会
質
問
」
「
医
海
時
報
」
一
六
四
七
号
、
大
正
十
年
二
月
二
十
七
日

（
調
）
「
日
本
医
大
学
内
開
校
式
」
「
医
海
時
報
」
一
六
五
六
号
、
三
一
頁
、
大
正
十
五
年
五
月
一
日

（
師
）
「
日
本
医
科
大
学
開
学
祝
賀
会
」
「
医
海
時
報
」
一
六
五
八
号
、
三
三
頁
、
大
正
十
五
年
五
月
十
五
日

（
調
）
「
中
原
博
士
突
如
逝
く
」
『
日
本
医
事
新
報
」
二
七
七
号
、
二
八
頁
昭
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日

（
柵
）
「
中
原
博
士
追
悼
会
」
「
日
本
医
事
新
報
』
二
九
○
号
、
三
四
頁
、
昭
和
三
年
三
月
三
日

（
狐
）
桜
井
謙
治
「
中
原
徳
太
郎
追
悼
文
」
（
中
原
一
雄
先
生
蔵
）

（
蛇
）
「
小
此
木
日
医
学
長
逝
く
」
『
日
本
医
事
新
報
」
二
八
二
号
三
六
頁
、
昭
和
三
年
一
月
十
四
日

（
媚
）
「
往
診
鞄
」
「
日
本
医
事
新
報
」
二
八
三
号
、
三
○
頁
、
昭
和
三
年
一
月
十
四
日

（
“
）
「
日
本
医
科
大
学
七
十
周
年
記
念
誌
」
（
近
藤
達
児
理
事
の
急
逝
）
一
二
八
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
四
十
八
年

（
媚
）
「
日
本
医
科
大
学
長
」
「
医
事
公
論
』
八
十
六
号
、
二
四
頁
、
昭
和
三
年
三
月
十
五
日

（
”
）
「
日
本
医
專
付
属
病
院
増
設
の
件
」
大
正
十
二
年
八
月
十
日
、
理
事
長
小
此
木
信
六
郎
、
文
部
大
臣
鎌
田
栄
吉
宛
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
・
伽
１

Ｂ
ｌ
８
）

刑
ｌ
Ｑ
ｌ
ｌ
）

（
日
本
医
科
大
学
）
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TheDifficultPathtotheCreationoftheNipponMedicalCollegebyTokutaroNakahara,

ShinrokuroOkonogi,HiroshigeShiodaandTatsujiKondo

ByNobuyasuKARASAWA

TheNipponMedicalSchoolFoundationhaddeclinedandwasonthebrinkofbeingclosedasaresult

oftheturmoilofMayl916.InAprill918,ontherecommendationofhispredecessorMasatsuguYamane,

TokutaroNakaharatookupthepostofPrincipaloftheSchool.Heactivelydevotedhimselftothetask

ofrevivingtheschoolwiththecollaborationofhiscolleaguesHiroshigeShioda,ShinrokuroOkonogiand

TatsujiKondO.

ForthetimebeingNakaharawaivedhisownsalary.Fortheconstructionandmaintenanceofthe

schoolhealsodonatedpartoftheincomefromhisownNakaharaHospital.Hisunselfishenthusiasm

inducedtheteachingandadministrativemembersofthestafftowillinglyco-operatewithhim.Herevised

theschoolstatutesandadoptedthephrase<Kokki-Junko'(Liveforothers'andnotforyourownsake)asthe

schoolmotto.

Theschoolgraduallybecamefully-fledgedandonl9thAugust,1919,gainedthestatusofaMedical

SchoolofficiallyrecognizedbytheMinisterofEducation.Further,toupgradetheschooltoacollege,

PrincipalNakaharapurchasedtheformersiteofKokugakuinUniversityinlidamachitobuildtheSchool

Hospital・Students,fortheirpart,soldtheirfamilyestatesintheprovincesandcontributedtothe

（
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因
）
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fund-raising.On25thFebruaryl926theschoolwasupgradedtoacollege,butstrainandoverwork

broughtuntimelydeathstoNakahara,OkonogiandKondo,oneaftertheother.
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